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32 乙と二 Jミそ,こ二1 こーノをごt ゛二至、

三之二南犬^邪ld)5ヲ、村〒ブヲ才去

「エッダ詩集』の動詞を材料として

堀井祐介

1.はじめに

古代ゲルマン民族の持っていた神話の世界は,これまでにも様々

な方法によって明らかにきれてきているが,本稿ではコンビュータ

を用いて現存する文献資料を分析することによってその神話世界を

解明していく.対象とする文献資料は Edda (「エッダ詩集」まナと

は「古エッダ」「詩のエッダ」とも呼ばれる)である. Edda は

比較言語学的にはゲルマン語族の北ゲルマン語に属する古西ノルト

語で書かれナと韻文作品集で,1662年にアイスランドの司教 BrynJOHur

Sveinsson が当時のデンマーク王 Frederik 3 世に献上した写本

(codex Regius 「王の写本」)を中心にその他いくつかの写本に

よって今日まで伝えられている.作品の原型はすでに民族大移動の

頃より存在していたものと思われる."現存する古西ノルド語で

書かれたものは紀元9世紀から13世紀初頭の間に成立したときれて

いる.の Edda は主として神話詩と英雄詩の 2 つのグループから

成り立っており,一般にゲルマン神話(北欧神話)を語る上での

第・一次資料ときれるものである

従来の神話研究に紛いては,神々や英雄,巨人という神話世界の

主人公について Edda を分析することによって様々な特徴が指摘さ

れてきた.しかしそれらは主として名詞句に焦点を当てて行われて

いるか,または作品全体をーまとまりとして,そこから登場人物の
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特徴が導き出きれている.しかし本稿では Edda に出てくる動詞に

注目し,神々や英雄,巨人たちが主語としてあるいは目的語として

どのような動詞と関わっているかを調べてみる

本稿では,原文テキストとして He18ason 1971 を用いたが,この

刊本には,神話詩14作品十断片,英雄詩9作品十断片が収められて

3)
おり,これらは神話研究における第一次資料となる作品である

Π.作業手順

実際の作業は以下に示す手順に従って行う

1.刊本に基づき,テキスト形式でデータを入力する

2.大阪大学言語文化部言語工学研究室の言語情報処理システムを

使用し,コンコーダンスを作成する.り(資料A参照)

ダンスを利用して各単語の品詞を調べる3.コンコ

4. 1 で入力したテキストデータの動詞に*印を付ける

5.データベースソフトdBXL に読み込める形に加工する

(KWIC2 使用)の

6. dBXL で動詞データベースを作成する.田(資料B 参照)

フ.個々の動詞のデータに主語,目的語などを加える

8.動詞を分類し,統計処理にかける

9.統計処理の結果に対して考察を加える

WORD

PLACE

MEANING

Ⅲ.動詞分析方法

dBXL で作成した動詞データベースの各項目について説明する

見出し語侮力詞)

出現する作品名,節,行

出現する節における意味



SUBJECT

S.TYPE

主語(以下, S.と略す)

文中における主語の種類

nominative (主格位置に来ている)

Objective (目的格位置に来ている)

仞上 hon sa Hapt li8今ia

Context (明示きれていないが,文脈から分かるもの)

王語のカテゴリ

Ξ(m/f, a/V) 1神々(男性/女性,アース/ヴァン)

超存在力S

英雄(王の一族,英雄とみなされていh(m/f)

る者,男性/女性)

巨人(男性/女性)J(m/f)

1洙儒(男性/女性)d(m/f)

人間(男性/女性)m(m/f)

ヴァルキュリャ(女性のみ)V(f)

ノルン(女性のみ)n(f)

アールヴ(光/闇)a(vd)

1神々の動物8d

英雄の動物hd

1巨人の動物jd

1神々の従者獣

英雄の従者ht

1巨人の従者jt

その他(有意志/無意志,0(W/n,

神々/英雄/巨人にそれぞれ月/h/j)

属する)

1上記の分類に入らない文法的要素X

1(節,句,不定代名詞など)

非人称,主語無し構文UP

主語の人称,数

IS,2S,3S,ゆ,2P,3P (人称, S 単数/P 複数)

X (非人称,主語無し,主語が特定できない場合)

S. CATEGORY

S. PERSON

17フ
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OBJECT 目的語(以下,0.と略す)

(厳密には目的語でないものも含む,補語・具格など)

複合形の前置詞に支配されるものも含む

伺上 d鴨ma UⅢ

出現する形と具体的に何を指しているかを示す

(節の場合, at,, hverr゛のように示す)

目的語,補語のカテゴリ

S.CATEGORY に準じる

0. CATEGORY

0. PERSON

見出し語(動詞)の不定詞形

前置詞,副詞との複合動詞かどうか

意味のカテゴリー田

0二者(動作の主体と対象)の関係

1.物理的働きかけ

2.ある対象を目指しての感覚・感情の動き

3.創る行為

4.対面,あるいは対象に対する態度

5.相互動作

0移動・変化

6.移動一 1 (出る)

C

adj 形容詞

adV 副詞

目的語の人称,数

IS,2S,3S,1P,2P,3P (人称, S 単数/P 複数)

X 値行,補語の場合)

目的語の格

複数あれば全て示す

対格accusative

与格dative

属格genitive

X (節,補語の場合)

0. CASE

補語

INFINITIVE

COMPLEX

MEANING

CATEGORY



判断措定

トを含むコト田

感覚作用

思考作用

発話行為

移動一 2 (通る)

移動一 3 (入る,着く,泊まる)

行く,来る,帰る,戻る

変化(なる)

Ⅱ.働きかけと移動の複合(入れる)

12.働きかけと変化の複合(変える)

0授受

13.授受一 1 (与える)

14.授受一 2 (受ける)
Z>、

じる15

0感情

16.一時的な気の動き

17.能動的な心の動き,積極的感情の発動

18.感情の直接的表出

19.感情的品定め

0存在

20.出来事の発生

21.物理的存在

22.所有,所属的存在

23.部分集合,または種類の存在

0性状規定

24.何かに対する性状

25.相対的性状

26.絶対的性状

179

27.

0コ

28

29

30

7
 
8
 
9
 
0
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31.自発

32.使役

33.呼ばれる("be named")

40.完了

50.受け身を作る

60.冗語的挿入

0法の助動詞

71.義務

72.必要性

73.運命

命令74.

75.「まさに~する」

76.未来

フフ.推量

78.想像,非現実

79.可育を

80.官皀力

81.許可

82.意志,願望

83.「敢えて~する」

0願望法

現在

91.願望

命令92.要求,

93. i襄歩

94.疑いのある提案(疑問文のみ)

過去

95.「考えられる,可能性のある」(potentiaD

出現する形

infinitive

Present

Preterite

FORM

不定詞形

現在形

過去形



Present participle

Past participle

Past part icip]e pp

Past participle ps

Past participle po

X (命令法)

時制

Present

Preterite

future

Present perfect

Past perfect

X (接続法,現在分詞,

法ゆ)

ind icat ive

Optative present

Optative preterite

imperative

X (複合形の本動詞,

自動詞/他動詞

intrans it ive

trans it ive

X (助動詞,受け身,

形態上再帰形H)

reflexive

reciprocal

inchoat ive

TENSE

現在分詞

過去分詞

MOOD

ノノ

ノノ
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ノノ

(受け身)

(完了分詞)

(目的語対応)

現在時制

過去時制

未来時制

現在完了時制

過去完了時制

複合形の本動詞,不定詞形)

VI/VT

Reflexive

Form

直説法

願望法現在

願望法過去

旨介イ、'1去

不定詞形)

AUX

自動詞

他動詞

完了など)

Passlve

X (ない場合)

助動詞

aux

maln

再帰

相互受動「~しあう」

起動「~になる」

受け身

助動詞として機能

本動詞として機能
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COMB 他の動詞と結ぴ付いている

完了,受け身など他の動詞と結ぴ付いてーつの動詞句

を形成

X (ない場合)

月1」接語

-at ,-ak,-tu etc.

X (ない場合)

ENCLITIC

対象となる動詞の出現する行

TEXT-2

TEXT-1

TEXT

TEXT+1

TEXT+2

出現する行一 2

ノノ

ノノ

ノノ

十1

十2

ノノ



本稿執筆時点では,Π章に示した作業のうち 7 までは終了し,分

析対象とする動詞の数は以下のようになった.(略号は資料C参照)

VSP

HAV

VM

GRM

SKM

HRBL

HYM

LS

TRK

ALV

BDR

RT

HDL

GRT

SnEG

SnES

SnEFRG

3Ⅱ

1048

256

323

219

272

176

413

170

164

91

276

231

131

24

VKV

HH-1

HHV

HH一Π

SF

GRP

RM

FM

SD

VS

SS

183

257

261

407

447

63

332

270

307

279

12

2

神話詩

6754

4H7 英雄詩

合計

2637

ー
ー

1
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データ数値(神話詩/英雄詩)

Complex

Meaning category

V.C.1

V.C.3

V.C.5

V.C.フ

V. C .9

V.C.11

V.C.13

V.C.15

V. C .17

V.C.19

V.C.21

V.C.23

V.C.25

V.C.27

V. C .29

V. C .31

V . C .33

V.C.40

V.C.60

V . C .71

V.C.73

V.C.75

V.C.フフ

V.C.79

V. C .81

V.C.83

V.C.91

X 3483/2148

Ⅱ35/714

356/222

197/168

305/169

305/182

118/103

Ⅱ2/101

26/43

6/フ

0/ 1

178/137

0/0

95/88

189/110

118/69

275/115

94/52

87/106

13/フ

125/85

22/フ

H/1

19/フ

28/14

4/4

3/3

51/15

V . C .2

V.C.4

V.C.6

V . C .8

V.C.10

V.C.12

V.C.14

V.C.16

V.C.18

V.C.20

V.C.22

V.C.24

V.C.26

V.C.28

V.C.30

V.C.32

535/368

303/161

242/127

325/156

84/43

135/103

162/69

3/ 1

0/8

14/20

99/71

30/34

82/11

246/72

209/169

29/36

^

V.C.50

V.C.72

V.C.74

V.C.76

V.C.78

V.C.80

V.C.82

95/63

21/1

10/3

135/88

13/6

19/19

45/39

V.C.92 47/23



V.C.93

V. C.95

Form

115/56

89/73

inf init ive

Present

Preterite

Present part ic iple

Past part iciple

Past participle pp

Past participle po

Past participle ps

V.C.94

185

Tense

0/0

655/431

1919/886

1142/1008

31/12

253/220

131/97

13/21

55/67

Present

Preterite

future

Present perfect

Past perfect

Mood

indicative

Optative present

Optative preterite

imperative

VI/VT

1538/665

1031/909

142/117

53/56

27/28

intransitive

transitive

Reflexive Form

reflexive

inchoat ive

2773/1720

213/95

86/70

141/88

51/43

3/ 1

1449/854

2102/1378

reciprocal

Passlve

22/13

8/フ
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AUX

Comb

aux

EncHtic

X

563/403

主語

2613/1561

X

S.Type

maln

3784/2467

3547/2233

n

S.cate又ory

8

gJm

gfa

目fv

h

hf

Jm

d

C

3175/2061

431/215

On

Onh

36/8

185/20

42/0

72/0

6/19

3/98

146/H

56/175

97/15

136/231

8/0

0/0

0/10

107/0

8/0

H9/9

21/0

0 102/78

OW

ga

gma

今mv

S

hm

mm

103/2

924/51

60/0

82/14

174/1250

35/0

208/37

609/28

58/1

10/18

0/0

58/9

46/5

6/26

476/312

4/32

20/0

ad

hd

飢

Jt

One

OnJ

Jf

.
J

V
 
a

m
 
m

1
 
d
 
d
 
t

n
 
a
 
g
 
.
J
 
h



OWR

OWJ

S.person

UP

3/0

0/0

36/23

目的玉補菰

0. cateeory

adv

557/256

82/40

208/168

Owh

X

X

0/0

363/267

187

On

且

632/426

23/40

倉Jm

gfa

又fv

h

hf

268/0

65/3

9/0

22/0

44/9

3/65

61/6

5/65

14/フ

132/78

4/ 1

0/0

0/9

21/0

1/0

240/31

69/2

0/0

VO

229/159

89/36

Onh

1983/玲34

62V370

OW

ga

8ma

mm

40/2

247/10

32/0

21/3

75/421

245/138

61/14

12/フ

27/1

1/0

0/0

16/5

22/4

0/フ

1012/868

10/55

2/0

0/0

1798/1024

242/140

emv

S

hm

Owh

jf

X

m

mf

One

n

OnJ

adJ

Owg

OWJ

C

.
J

V
 
a

S
 
P

ー
ー

S
 
P

2
 
2

S
 
P

3
 
3

J
 
d

d
 
d

a
 
h

t
 
t

8
 
.
J

1
 
d
 
d
 
t

a
 
月
.
J
 
h
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0. person

X

171/72

8/11

2287/1318

0.case

X

Ⅳ.まとめ

現在のところ入力終了直後のデータのため,具体的な分析はでき

ない.しかし動詞のカテゴリーについてみると,数は少ないながら,

感情を表す動詞のカテゴリー(V.C.16~V.C.19)は英雄詩の方に多

く,より人間的な描写が行われていることを示唆している.また完

了表現(V.C.4のが神話詩よりも英雄詩において高い割合で用いら

れていることも注目に値する.より詳しくは1991年度の修士論文に

おいて,作品別,主語別に動詞分析を行い,神々や英雄の行動が動

詞によって特徴づけられているのかについて考察を加える予定であ

a991.09.3のる

898/67フ

2243/1312

178/115

1/ 1

1335/894

135/130

d

1512/ 1091

499/402

a
 
g

S
 
P

ー
ー

S
 
P

2
 
2

S
 
P

3
 
3



( D B記ksted 1984:24.

( 2 ) Kr istjo.r】SS伽 1988:28.

(3) Helgason 1971 断片には Snorri sturluson 五'dda (HOHsmark & He1三ason

1976)及ぴ VQlsun8a saga, sverris sa三a からの韻文在含む

(4)大阪人学人学院言語文化研究科言語情報科学講座〒木邦弘助手作成のプ

ログラ■、

(5)同上

(6) dBXL は倫サザン・バシフィック社のデータベースソフト

(フ) VQlva, YgadrasiⅡ,怖mir など神族ではない力井寺殊な力を持つとされるもの.

(8)寺村 1982.釘H.の分類巻中心に,独自の分類在加えたもの

1~30 は寺村の分類による番号,31 以降は著者力珂虫自に分類したものに便

宜上,番号巻霄11り振った.願望法(91~95)の分類は Norrのn erammatikk 1975

に従っナと.

(9)ーつのまとまった叙述内容を表すものを補語とするものものを

仞L 人が神が存在すること巻 信じる

(1の Norr●n 三rammatikk 197氏 141ff.巻もとに修正を加えた分類巻も

UD Norrのn grammatikk 19フシ 153f.の分類

乏主

Den

aHerede

Som urRermanerne

forske】1ig e m 会 der.

189

myt010giske verden,

UnderSのgt P色 man昌e

Yusuke Horii

Fil010宮i P会 Computer

βrU召'en af verber i "1dre 五'dda

troede P含, er

I den hidtidige

Resume
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forskning har man karakteriseret guder, helte osv. ved hoved-

Sageligt at fokusere P五 teksternes navneord. Her vil jeg

forS●ge at underS●ge verberne i fgrsteh会ndskilderne ved at

bruge computer. Je今 ana]yserer '1d?'e 五dda , fordi det er den

et samlet V記rk,08 densVigtigste kilde.ιld?、e 五dda er

hovedh含ndskrift er codex Regius fra slutnineen af 13.含rh, som

blev sk記nket ti] den danske konge Frederik 111. Edda digtene er

delt i to grupper, gude- og heHedigte.

Arbejdsproceduren er

(efter Jon Helgasons1. Teksterne indskrives

Udgave).

'

2. Konkordansen laves ved at bruge Language lnformation

System' P会 Faculty of Laneuaae and cuHure P含 Osaka

Univ er sit y.

3. 1 konkordansen ordnes ordene i ordklasser.

4. verberne m記rkes med *.

5. Teksterne forberedes til dBXL (database soft-program)

6. En database over verberne laves i dBXL.

フ. Forske11ige elementer indskrives, fx: subJekt, obJekt

Og verbernes betydningsindhold, modus, tempus.

8. verberne ordnes i grupper efter betydnin8Sindhold.

9. A11e resuHater under punkt 8 UnderS●ges.

f●1倉en d e:

i computeren

Iige f記rdigVed denne artikels f記rdigg必relse Jeger

med at ind1記Se a11e elementerne, dvs. midt i procedure 7.

Som f●18e heraf kan je武 endnu ikke sige noget bestemt om

resultatet af mit arbeJde. Men de r五 data kanOm man

a11erede P合Peae noget, Specielt for hendholdsvisSom er

euder 08 heHe. Nu skal jeg 月ennemse a11e dataene og vil

forSの旦e at finde S記rtr記k i brugen af verber i "ιd?'e 五dda.
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